
  

平成１４年度  第１回 

受注登録企業動向調査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

（平成１４年６月末現在） 

財団法人 京都産業２１ 



１．調査概要

(１) 調査目的

(２) 調査対象企業

   当財団に登録している受注企業     ３００企業

   業種別内訳（産業分類   中分類）

① 鉄鋼・非鉄関係 ３０企業 ② 金属製品関係 ４５企業

③ 一般機器関係 ４５企業 ④ 電気機器関係 ４５企業

⑤ 輸送用機器関係 ３０企業 ⑥ 精密機器関係 ３０企業

⑦ 縫 製 関 係 ４５企業 ⑧ 樹脂製品関係 ３０企業

(３) 調査時点

(４) 調査方法

   調査票（別紙様式）の郵送によるアンケート方式

(５) 回収状況

   ① 調査対象企業数 300 企業

   ② 回収企業 210 企業
   ③ 内訳    鉄鋼・非鉄関係 25 企業　（ 11.9% )

   金属製品関係 37 企業　（ 17.6% )
   一般機器関係 37 企業　（ 17.6% )
   電気機器関係 28 企業　（ 13.3% )
   輸送用機器関係 14 企業　（ 6.7% )
   精密機器関係 22 企業　（ 10.5% )
   縫 製 関 係 26 企業　（ 12.4% )
   樹脂製品関係 21 企業　（ 10.0% )

   ④ 回収率 70.0%

平 成 １ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 現 在

（前回調査時点  平成１４年３月３１日）

調査項目 （受注量、受注量の見通し、受注単価、資金繰り、採算状況、受注
余力）

  受注登録企業の受注動向等の実態を把握することにより、受発注取引あっせんの
円滑化を図る。
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２．回答企業の概要

  （１）業種別回答企業の内訳

  （２）業種別・資本金別回答企業数
（単位：社）

全   体 鉄鋼・非鉄 金属製品 一般機器 電気機器 輸送用機器 精密機器 縫   製 樹脂製品

24 2 0 2 3 1 1 11 4
11.4% 8.0% 0.0% 5.4% 10.7% 7.1% 4.5% 42.3% 19.0%
23 3 3 2 5 0 3 6 1
11.0% 12.0% 8.1% 5.4% 17.9% 0.0% 13.6% 23.1% 4.8%
15 1 3 1 2 2 1 2 3
7.1% 4.0% 8.1% 2.7% 7.1% 14.3% 4.5% 7.7% 14.3%
111 9 26 24 15 10 10 7 10
52.9% 36.0% 70.3% 64.9% 53.6% 71.4% 45.5% 26.9% 47.6%
31 7 5 7 3 1 5 0 3
14.8% 28.0% 13.5% 18.9% 10.7% 7.1% 22.7% 0.0% 14.3%
6 3 0 1 0 0 2 0 0
2.9% 12.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0%
210 25 37 37 28 14 22 26 21
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

  （３）業種別・従業員別回答企業数
（単位：社）

全   体 鉄鋼・非鉄 金属製品 一般機器 電気機器 輸送用機器 精密機器 縫   製 樹脂製品

37 4 0 4 5 4 3 11 6
17.6% 16.0% 0.0% 10.8% 17.9% 28.6% 13.6% 42.3% 28.6%
40 6 8 10 3 1 2 6 4
19.0% 24.0% 21.6% 27.0% 10.7% 7.1% 9.1% 23.1% 19.0%
55 5 17 9 3 3 7 8 3
26.2% 20.0% 45.9% 24.3% 10.7% 21.4% 31.8% 30.8% 14.3%
31 4 8 7 7 2 1 0 2
14.8% 16.0% 21.6% 18.9% 25.0% 14.3% 4.5% 0.0% 9.5%
23 3 3 4 3 3 3 1 3
11.0% 12.0% 8.1% 10.8% 10.7% 21.4% 13.6% 3.8% 14.3%
24 3 1 3 7 1 6 0 3
11.4% 12.0% 2.7% 8.1% 25.0% 7.1% 27.3% 0.0% 14.3%
210 25 37 37 28 14 22 26 21
100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

51人以上

合   計

６～10人

11～20人

21～30人

31～50人

2,001～5,000万円

5,000万円超

合   計

１～５人

個人

～300万円

301～999万円

1,000～2,000万円

縫  製
12.4%

電気機器
13.3%

輸送用機器
6.7%

精密機器
10.5%

金属製品
17.6%

一般機器
17.6%

樹脂製品

１０.０%
鉄鋼・非鉄
11.9%
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３．調査結果

  (１) 受注量について

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

・全体では、「増えた」（増加又はやや増加）とする企業が33.8%で前回調査と比較して
12.7ポイント増加し、「減った」（減少又はやや減少）とする企業は39.0%で、前回調査
と比較して6.7ポイント減少している。依然として「減った」とする企業が「増えた」とする
企業を上回っているものの、回復傾向を示している。

・業種別に見ると、金属製品、一般機器、精密機器、樹脂製品で回復傾向が見られる
一方で、電機機器、輸送用機器では５割以上が「減った」と回答しており、業種間での
バラツキが見られる。
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 (２) 受注量の見通しについて

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

・全体では、「増加」とする企業が22.9%で前回調査に比べて7.6ポイント増加してい
る。
　また、「不変」が5割近くを占めているものの、「減少」とする企業は、30.5%で10.2ポイ
ント減少しており、慎重な見通しが支配的であるが、やや明るさも見られる。

・業種別に見ると、全業種で「減少」とする企業が「増加」とする企業を上回っており、
先行き慎重な見通しとなっているが、金属製品では、減少が前回の半数以下となって
いるなど、前回と比較して、「増加」が増え、「減少」が減っている業種が多くなってい
る。
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 (３) 受注単価について

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

・全体的には、「低下」が53.8%と依然として厳しく、前回と殆ど変化は見られない。単
価の下げ止まりの兆しは見られない。

・業種別に見ると、金属製品、電気機器、樹脂製品では、前回調査と比較して、低下
の割合が減少しているが、それ以外では前回調査に比べて「低下」が増加し、厳しい
状況が続いている。
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52.4
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57.7
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今回
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40.0

54.2
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 (４) 資金繰りについて

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

1.9

1.4

0.5

0.9

1.8

53.3

43.1

37.9

40.6

48.0

44.8

55.5

61.6

58.4

50.2

 今回 14.06

 前回 14.03

13.12

13.09

13.06

好転 不変 悪化

2.7 62.2

47.2

35.1

52.8

今回

前回

35.7

45.0

64.3

55.0

今回

前回

63.6

41.6

31.8

54.24.2

4.5今回

前回

57.1

57.1

42.9

38.14.8

今回

前回

7.7 50.0

75.0

42.3

25.0

今回

前回

48.6

23.7

51.4

76.3

今回

前回

42.9

33.4

57.1

63.33.3

今回

前回

60.0

45.8

40.0

54.2

今回

前回

・全体では、「好転」とする企業は僅か1.9％しか見られず、「悪化」とする企業が44.8％
で「悪化」が「好転」を大幅に上回っている。前回調査に比べると「悪化」が10.7ポイン
ト減少しているが、「不変」が5割以上を占めており、依然厳しい状況がうかがわれる。

・業種別に見ると、鉄鋼・非鉄、金属製品、一般機器、電気機器、精密機器では「悪
化」が減少しているが、輸送用機器、縫製、樹脂製品では「悪化」が増加しており、業
種間でバラツキが見られる。
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 (５) 採算状況について

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

・全体では、前回調査に比べてほとんど変化はみられず、依然として厳しい状況が続
いている。

・業種別では、鉄鋼・非鉄、金属製品、縫製、樹脂製品で「黒字」が増加しているが、
一方で、一般機器、電気機器、輸送用機器、精密機器で「黒字」が減少している。ま
た、鉄鋼・非鉄、縫製、樹脂製品では、「黒字」、「赤字」ともに増加するなど、業種間
格差に加え、同一業種内での格差もうかがえる。
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61.5
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26.3

67.6
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3.6

6.7
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33.3
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今回
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 (６) 受注余力について

（％）
①全体

②鉄鋼・非鉄 ③金属製品

④一般機器 ⑤電気機器

⑥輸送用機器 ⑦精密機器

⑧縫   製 ⑨樹脂製品

・全体では、受注余力「あり」とする企業が前回調査に比べて2.2ポイント減少しているも
のの、84.3％と大半の企業で受注余力を残しており、依然として十分な受注量は確保
されていないことがうかがわれる。

・業種別で見ても、大きな違いは見られず、金属製品、一般機器、電気機器、輸送用
機器、精密機器で受注余力「なし」とする企業が増加しているが、鉄鋼・非鉄、電気機
器では9割以上が、余力「あり」と回答している。

81.0

76.2

19.0
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13.9
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 前回 14.03

13.12

13.09

13.06

あり なし
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１ ． 受注量について（１４年４月～６月）
増  加 やや増加 不  変 やや減少 減  少
（21％以上） （６～20％） （±５％） （６～20％） （21％以上）

２ ． 受注量の見通し（３ヶ月先くらい）
   増  加（     ％） 不  変 減  少（     ％）

３ ． 受注単価について
   上  昇（     ％） 不  変 低  下（     ％）

４ ． 資金繰りについて
好  転 不  変 悪  化

５ ． 採算状況について
黒  字 収支ﾄﾝﾄﾝ 赤  字

６ ． 受注余力について
余力ある 余力ない

※あっせんを希望される方は産業振興部企業振興課ま
で御連絡ください。    （℡. 075-315-8590）

御協力ありがとうございました

平成１４年度第１回受注登録企業動向調査票

 下記の質問について該当する項目に１つだけ○印を付け
てください。また、（   ）付の項目の場合は（   ）に具体的な
数字を記入してください。
  〔回答は平成１４年１～３月期と比べた状況でお願いします。〕



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

財団法人 京都産業２１ 

 

〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町 134（京都府産業プラザ内） 

           

ＴＥＬ（０７５）３１５－９２３４ ＦＡＸ （０７５）３１４－４２７０ 

Ｅ‐mail： ｋｉｋａｋｕ＠ｋｉ２１．ｊｐ 

ＵＲＬ  ：  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉ２１．ｊｐ 
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